
第２期中期目標期間 地方独立行政法人山梨県立病院機構 業務実績評価（概要） 

 

＜ 全体評価 ＞ 

・ 総評として、第２期中期目標期間における業務の実績は優れていると評価する。 

           

＜ 項目別評価（１８項目）＞  

  ☆ 実施状況が特に優れていると評価した項目（評価Ｓ） … ６項目 

  （主な内容） 

・ 政策医療の提供 

（救命救急医療やがん医療等における重点的な取組に加え政策医療全般に渡り目標を上

回る成果 等により１ランクアップ） 

・ 質の高い医療の提供 

（様々な分野の専門医を確保するとともに高度な医療提供に専念できるよう医師事務作業

補助の体制整備、７対１看護体制を安定的に維持、手術支援ロボットの整備 等） 

・ 医療に関する調査及び研究 

（新薬の治験に積極的に取り組みＣ型肝炎治療において高い実績 等） 

・ 地域医療機関との協力体制の強化 

（地域医療支援病院の指定、かかりつけ医検索システムの導入 等） 

・ 経営基盤を安定化するための収入の確保、費用の節減 

（後発医薬品の使用割合の向上、未収金の削減、診療報酬請求部門の体制強化 等） 

・ 予算、収支計画及び資金計画、短期借入金の限度額 

（純利益は中期計画５年間：3,445 百万円に対し、Ｈ２７～Ｒ１：7,649 百万円を確保） 

 

  ◎ 実施状況が優れていると評価した項目（評価Ａ）  … ９項目 

  （主な内容） 

・ 県民に信頼される医療の提供（輸血医療事故及び薬剤紛失事案の反省のもと、多角的に

再発防止策を実施し、さらなる改善を継続 等により１ランクアップ） 

・ 医療従事者の研修（先進病院への医師派遣、新専門医制度への対応 等） 

・ 地域社会への協力（救命救急士の育成実習、看護師養成機関等への講師派遣 等） 

・ 災害時における医療救護（大規模災害時の対応訓練、ＤＭＡＴの派遣 等） 

・ 効率的な業務運営の実現（器械備品の保守料削減、病棟クラーク業務の内製化 等） 

・ 職場環境の整備（院内託児所の利用増加、病児・病後児保育室の設置 等） 

 

  ○ 実施状況が順調であると評価した項目（評価Ｂ）  … ３項目 

  （主な内容） 

・ 県内の医療水準の向上（多くの実習生等の受け入れ 等） 

 

  △ 実施状況が劣っていると評価した項目（評価Ｃ）：なし 

 

  ▲ 実施状況が著しく劣っていて、大幅な改善が必要と評価された項目（評価Ｄ）：なし 


